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通期連結業績予想と実績との差異および営業外収益の計上に関するお知らせ 
 
 

2023 年６月９日に公表いたしました 2024 年３月期の通期連結業績予想数値と本日公表の実績数値に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、営業外収益の計上について、併せてお知らせいたしま

す。 

記 

１． 通期連結業績予想数値と実績数値との差異について 

(1)2024 年３月期通期連結業績予想数値と実績数値との差異 (2023 年４月１日～2024 年３月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

56,000 

百万円 

△1,200 

百万円 

△530 

百万円 

△3,800 

円 銭 

△89.59 

実  績  値（Ｂ） 56,360 △1,141 570 △1,854 △43.71 

増減額（Ｂ－Ａ） 360 58 1,100 1,945 － 

増減率（％） 0.6 － － － － 

(ご参考)前期実績（Ｃ） 

(2023年３月期) 
60,326 △2,387 △1,134 △3,499 △82.51 

増減額（Ｂ－Ｃ） △3,966 1,245 1,705 1,645 － 

増減率（％） △6.6 － － － － 

 

(2)差異の理由 

【経常利益の増加要因】 

 当連結会計年度の為替レートが当社想定の１米ドル 130 円に対して当期末 151 円と円安になり、営業外

収益として為替差益を計上したことなどから、経常利益は前回予想値を上回る結果となりました。 

 

【親会社株主に帰属する当期純利益の増加要因】 

 経常利益の増加に加え、固定資産売却益や投資有価証券売却益の計上などにより、親会社株主に帰属す

る当期純利益は前回予想値を上回る結果となりました。 
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２． 営業外収益の内容 

当第４四半期連結会計期間（2024 年１月１日～2024 年３月 31 日）において、為替相場の変動により為替

差益 356百万円を計上いたしました。 

 

以 上 


